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牛群検定に携わって約30年になりますが、この30年間、「検定成績表は良くわからん」と言われ続けました。
検定成績表を解説する本連載も今回で11年目となり68回になります。ところが、今でも同じことは良く言われて
しまいます。例えば、「牛がゴチャゴチャに並んでいて気になる牛の成績がわからない」、「○○乳量という言葉
が多くて違いがよくわからない」等です。そこで、今回は成績表の使い方の基本に戻り、これまであまり紹介し
てこなかったいろいろな乳量の考え方などを解説したいと思います。

1　基本的な成績表の使い方

（1）検定成績表の構成
検定成績表は、 3 部構成になっており、それぞれ次

のように活用します。
①牛群成績（図1）

牛群の平均値等をまとめたものです。この中でも矢
印をつけた「移動13カ月成績」は、約 1 年間の成績推
移がわかるようになっています。みなさんが一所懸命
に取り組んでいる牛群改良の 1 年間の成果などを見る

ためのものです。また、夏場の乳量が少ないといった
季節変化を把握するのにも大変便利です。
②個体検定日成績（図2）

個体検定日成績は検定を行った時の乳量や乳成分、
繁殖等をそのまま掲載しているものです。一頭毎の健
康状態を知りたい時に便利な帳票です。「成績表はゴ
チャゴチャしている」と話される方は、検定成績の
「牛の並び」をご理解頂いていないことが多いようで
す。図 2 に示したように、個体検定日成績の牛の並び
は「分娩後日数（搾乳日数）」の順番で並んでいます。
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すなわち、分娩後間もない牛が成績表の上
部、泌乳末期や乾乳牛は下部に表示されま
す。　乳牛は泌乳ステージ毎に飼養管理の
注意点が異なることから、このように泌乳
初期の牛、泌乳ピーク期の牛…といったよ
うにグループ化することで成績を把握しや
すくしています。
③個体累計成績（図3）

個体累計成績は分娩から現在までの泌乳
能力および繁殖状況を管理するためのもの
です。乳牛の毎日の泌乳は、分娩から刻一
刻と変化します。この変化を泌乳曲線と言
います。分娩から乾乳まで、一貫して乳量
が沢山出る牛が良い牛と言うことになりま
す。良い牛を見極めることは、淘汰や人工
授精を行う際に大変に重要なことです。個
体累計成績は、前述の個体検定日成績の牛
の並びと異なり、牛コード順で並んでお
り、検索をやりやすくしています。

（2）使い方の事例①
図 4 の個体検定日成績を使って、実際の

使用事例を紹介します。この成績は、検定
牛の健康状態（飼養管理）がよくわかる成
績です。特に乳量は、健康のバロメーター
であり、健康な牛は高乳量、健康を害して
いる牛は低乳量です。前月の検定と比較し
て乳量が急激に減少している牛は要注意な
ので、検定成績表ではマーク（記号）を付
けています、大きな▼は前月比較で乳量が
40％以上も減少した牛、小さな▼は20 ～
40％減少した牛、▽は10 ～ 20％減少した牛です。図
4 の矢印①では、大きな▼7.1kgというデータがあり
ます。前月は24.9kgですから大変な乳量減少ですの
で、なんらかの健康トラブルが考えられます。そこで
矢印②により牛コード7609号牛であることを確認し
て、牛舎に行って個体観察を行う必要があります。

このように個体検定成績は最初に「乳量が低い」
「体細胞数が高い」といった異常データを見つけて、
その後に牛を特定して、牛舎に観察に行くといった使
い方をするものです。飼養している牛一頭一頭をチェ
ックするのは、多頭化が進んだ現代酪農では大変な労
力を要します。異常データを見つけて、牛を特定する
方が効率的と言えます。乳量以外の異常を示す記号は
検定成績表の下部の欄外に記載されています。

（3）使い方の事例②
同じく図 4 を使って繁殖を考えてみます。個体検定

日成績は、分娩後45日と150日に太い実線が示してあ
ります。この実線は、泌乳ピーク期等のグループ化を
示すとともに繁殖のグループ化も併せて示していま
す。図 4 の45日実線の下部に7308号牛、7515号牛…が
示されており、それぞれ分娩後60日、64日…と人工授
精の開始時期となっていることがわかります。このよ
うに、授精開始時期の注意牛は、個体検定日成績では
太い実線によりグループ化されているので一目瞭然と
なっています。

このような使い方も事例①と同様で、授精適期の牛
をデータから見つけて、牛コードを特定するという原
則によるものです。もし、牛コード順で牛を並べてい
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れば、授精適期の牛を探すだけでも大変な労力になっ
てしまいます。

 　　　 　　　　　

2　いろいろな乳量

検定成績表の基本としていろいろな乳量について、
その意味や使い方などを紹介します。乳量は検定の基
本中の基本です。牛群検定は100年以上昔になる1895
年にデンマークで開始されましたが、その時からの検
定項目です。

（1）検定日乳量（今月）
図 4 の個体検定日成績に表記されている乳量が検定

日乳量です。検定時に乳量計により測定したもので
す。AT検定や自動検定（搾乳ロボット）の場合は、

1 日乳量（24時間）の乳量に換算されて
表記されています。今月、前月、前々月
の 3 カ月の推移がわかるようになってい
ます。検定日乳量が元になって、遺伝評
価をはじめいろいろなところに利用され
ます。もちろん、検定日乳量そのものも
大変重要な意味があります。前述した乳
牛の健康管理もその一例です。それ以外
にも、検定日乳量は、その日の出荷乳量
であるわけですから、農家の収支に直結
しています。当然ですが、乳量の出ない
牛は儲からない牛ということになりま
す。検定日乳量を合計すれば出荷乳量に
なります。もし、10％以上の狂いが生じ
ている場合は、乳量計の使用法やメンテ
ナンスを見直しましょう。

また、図 4 には 1 回目と 2 回目とありま
す。夜搾乳と朝搾乳の間隔は12時間程度
が理想ですが、これが守られていないと
1 回目と 2 回目の乳量が大きく異なる要因
となります。低乳量や乳房炎の原因となる
とも言われていますが、雇用上の労務管
理が伴うことが多くなかなか改善出来ない
部分です。

（2）乳量の記号※▽▼▼
前述の事例①では検定成績表では記号

を利用すると良いと記しました。その意
味をもう少し詳しく紹介します。図 5
に、ある農家のある牛の検定日成績の推

移を示しました。令和元年 6 月～令和 2 年 6 月までの
13カ月分を整理したものです。この牛は分娩後第一回
の検定では43kgを記録し、標準乳量も40kgと高能力
が期待される成績でした。ところが、翌月の検定では
分娩後44日泌乳ピーク期にも関わらず乳量を42.4kgに
下げてしまい記号※が表示さています。翌々月の 8 月
検定時には記号▼が表示され、乳量が大きく減ってい
ます。何らかの健康トラブルが考えられるわけです。

（3）前月、前々月乳量
図 6 のグラフでは、本来、乳量が最も伸びるべき泌

乳ピークに大きく乳量を損失していることが鮮明にわ
かります。またこの乳量減の影響は11月までの 4 カ月
間にも及ぶことも読み取れます。ここで注意点は 9 、
10、11月の検定では乳量減少の記号が表示されないこ
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とです。記号は前月比で表記していますので、 9 月以
降の検定で記号の表記はされません。そこで見るべき
ポイントは、図 4 の検定成績表における前月や前々月
乳量です。ここには記号も表示されますので、その影
響を約 3 カ月間知ることができます。記号▼が出た後
に乳量の回復を確認することができます。

（4）標準乳量
図 4 の乳量の欄には、検定日乳量以外に標準乳量が

表記されています。検定日乳量から乳牛の健康状態や
収益性がわかるわけですが、検定日乳量は産次や分娩
後の日数に左右されることもわかっています。初産の
泌乳ピーク期の牛と、 3 産目の泌乳末期の牛の検定日
乳量は比較できません。そこで産次と分娩後日数、そ
の他に季節、地域などを補正したものが標準乳量で
す。具体的には、頭数が多くデータの安定する北海道
の 2 産、春分娩の分娩後120日をベースにしていま
す。標準乳量は、牛が健康に過ごし、飼養管理にも問
題が無ければ、乳期を通じて一定になります。大きく
下がるようなことがあれば何らかのトラブルが発生し
ていると考えられます。事例にあげた図 6 に「本来あ
るべき泌乳曲線？」と記したのは、標準乳量が大きく
下がっているため、この分を勘案すればこうだっだは
ず、という架空のものです。

図 5 、図 6 の牛が、回復したのは、約半年経過した
12月検定になります。これも標準乳量から知ることが
できます。12月検定の検定日乳量では35.6kgですが、
標準乳量は40kgです。これは分娩直後の標準乳量と
同レベルです。本来、標準乳量は飼養管理に問題なく
健康であれば、乳期を通じて一定なので、12月に回復
したと言えるわけです。

ただし、12月検定以降は標準乳量が下がり続けてい
ます。この事例の牛は泌乳持続性にも課題があること
を示しています。一般に、泌乳ピーク期に健康上のト
ラブルをおこした牛は、その後の泌乳持続性が悪化し
やすいと言われています。

今回は、基本に立ち戻り、成績表の構造や考え方、
検定の基本項目である乳量について紹介しました。繰
り返しになりますが、乳量は最も重要な検定項目で
す。乳量計の使用法やメンテナンスはくれぐれも正確
にお願いします。次回も乳量の話を続け、累計乳量や
305日実量または期待量、牛評－乳量などを紹介して
いきたいと思います。
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